
在宅医療や介護の現場で増えている心不全患者さん。
入退院を繰り返さず、地域で安心して暮らしていただくためには、医療と介
護が一体となった支援が欠かせません。
「この場面でどう対応すればよかったのか？」
現場で生まれる疑問に答えるため、実際の症例をもとに、多職種の視点か
ら介入のヒントを共有します。
明日からの実践につながる学びが得られる研修です。

多職種連携研修

11月18日(火)

18:30～20:00

問合せ：保土ケ谷区在宅医療相談室 045-465-6366

日本医師会生涯教育制度カリキュラムコード：10 チーム医療

令和7年度 保土ケ谷区医師会 疾患別医療・介護連携事業『心疾患』

医師 看護師薬剤師 管理栄養士 理学療法士 ケアマネジャー

心 不 全

⚫ 座長＆講師

聖隷横浜病院 副院長 芦田和博先生

⚫ 症例提供＆講師

いきいき杉山クリニック 院長 杉山肇先生

聖隷横浜病院 山中遼太郎先生

⚫多職種の講師陣 それぞれの専門家の視点から解説します

会場 80名 保土ケ谷区医師会館(天王町1－21)

対象 医療・介護・福祉関係者

申込 右の二次元コードから

＊zoomのURLは3日前までに送付します 締切11月13日(木) 

会場＆ZOOM開催

事例から学ぶ心不全在宅ケア

～診療所と病院からの事例に学ぶ多職種連携～
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